



ゆったりとした体®が»リ出す. 
妙の味はヒューマンな，觀入り J で 




あのマジメ人颼が，•ノ V 
でスタンダード Ni r 目嫌 


ともウン 




れでも中学て音楽のセ 
の c 水洗じ令ないわよ 




「立川落讲会 J が M 生して卜平に 
なる"この紀！すべ$日に，今ま 
での公民館から格あげ L て•市 W 
会觔で『十年分を笑っ 1 : もらおぅ」 
と - A :«.«{: 汀ってでた•二 •!* 人の 
嘸家衆•いずれ劣らぬ热演，ふりた 
ったが•おなご取もふたり in わ c 
ての •>: 眼い•岩 Ifl-IE 逢先4;の「公 
民館琪艰』から翊を兑したこのグ 
ル—ブ、1出®の烀れ j と中した 
ら § c であろぅか • 





J ぐ：： 

amKKrt 


立川亭ぽてと 


友遊亭気策 


立 JII 亭六助 
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月刊 • えくてびあん•立 JII と語ろう • 立 JII に生きよラ 


通巻 89 巻 



曹士山頂の日沒 

富士冕町 4 T 目に 1 鳜峡 



真如苑だより 



君の日に。 


'•-嫌，？？ S 


爱 w；w: 


表紙は語る 


12月6日 

18 時 30 分から 

高橋真梨子 

コンサート 

於市民余館大ホール 


などなどたくさんあるが•みんな 

きび I い冬の ♦ さそ♦それぞれの 
彩ですご I ぬ ^/ その生命力の # 

さ<:は鸶くはどである*冬荸には 

f sr.otIIHKC 入れる*のし葶も 

ぃ<つか含 i れていて•これを利 

明したことは生活の知思の尊さと 

再えよう •( 鈴木功この哦終り ) 



★ツ ラ 〆 スから fi わつた：の 
i ま w ^ i :& ことを守^■ぬいてい6 

本格 W な 7 ランスバン U ゴン 7 ァ 

ノン • タボー榮 1 T 町， ,1 烘向けに 

発*した4らかいフランスパン t 

好鈐 • 搽あんパン • の人 ^ の W 



12 月には、ク VK 
ス " 夕 SSX マ K には 
やっぱりヶ—キが | 
« 楽 L み、 t い . 

<!• 雔康で牵せなの 
に It ぃな： / と思 ：. 
ます • 

今：！：の表紙はヶ I 
キでできた®だもま 
( スノ | ボーイ } です * 

ジユーシーなフ / W 丨ツケーキに 
メレン r を n 丨チイングして間 
めた•兄*〇亲しさだ：：：でなく •食 
ベる* I さ4*膦喫させてくれ * P 
I ag です“ 

これ attit • 羽衣 5• のケ | 
キスタ•シオ a5 の K ダッ *7 の方々が、 
お ) K のデイスブレイ用と L て•子 
供 -^< 人も来しんで 4VT ぇ *0 ょラ 
にと制つた t のです • 

「お店の k のは、全部ぅちの K 
タゥ*7でつくります•デイ X ブレ 
イ^*、食べられるょぅにつく hi 
すので•いつでも注文を受けら rl 
ます J I 、店&の 4 JWT さん* 

廉び心を大切し I たヶ—キづ 
/\^v つ^-^も人も«.4人1* 
食べも人 k •楽しさがい r ぱい A 
ふれていま L た • 


をす iGi 

てま 
立い 
き言ぼ 

焼と 


はが登んを 
ンさもそん 
パ« I :さ 
。手リ5屋 
ンの力あン 
パそ I でパ 
ベぅる 
ムよい 
I たて 
て時ホきえ 
れいらて応 
らたかつに 
けべとわ覚 



どにがつい 
に K り伝て 
りい < 手褥 
しづがを 
い忙手化気 
、。様人 〇 
ばしろ多くた 
香いこの強み 
いと代根て 


のは、一一木のパンへ 8F*J,» ば I 
さの tt«i は wf% の粉への拘 9 とか 
この多樺化した時代 1: パンの上 f 
な W い方は * 龕ぶ * しさと 貧べ 4 
荣 I さをミツクス L ていくこ ti 
は • 今并店！ r 蟇子パン tua ぅ 
お茶受け t して Mnif のよラな y7 
トプレツドが今 • k 9 ても人紙 . 
食 II/'-- 
つても五百闪以内で # ft に•また 
鞋いランチにィフスタィ 
飧 tL て t お X K メですね t いう 
のはバ 1< コ * 川 « の |||£ 店&*後 
き ^ ての * 睐しいパンを啪で H 
つてそのま去，类味 L い n—fc — 
11 ieclPBr で S し上がつていた 
だけるのがここの恃 ® パ 
イの下地で • 中 # を ^ 一お tt 菜に 
した、キツシユがおススメです * 




索 ® 


十年ひと ^ という•小誌ょりも 
人分先 # 格にあたる立川*甜金と 
は則 W 以來のおつ 5 あいで、陰な 
がらその f* 長ぶりを^んできたの 
だが，この秋<:十年という大きな 
節目を迎えた。まずは • 第一 ran 
突破といラ i ころであろうか•お 
めでとラを心からいいたい « ^< 
公 E 館に落 PJV 講布があって•その 
逍の研究家：^田正彦氏を瘭師に 
m いておこなわれたが•瀵唑終了 
後もグルーブで研 » をつづけ、十 
年たった今 H で U 二十名の多きを 
数えるまでに • 全つたという。 •は 
じめのころは『陴に W いができた 
ねえ」「へえ」といラのから -a 
を ^ 補りにした一人が「大きいだ 
ろう」と自 t« をする t 、 が「小 
せえ j と反発 R の大小を争って 
いる t 、 なかから風が「チュウ ！ J 
と答えるという_純な小咄で基礎 
1111 練をしてきたのだと W いた•そ 
れがいまや「付き馬」「船垴 J な 
ど文楽，志ん生顔 ft けの大きな * i 
をやつてのけるょうになつた。上 
手下手は刿と I てとは云わな ：/ 
吿んな上手いのである # 立 nl 落語 
会の初 ft 全長は立川 ‘' 希で*勺 
た ” 本名を请ホ . 止広さん(羽衣町 
I 丁目》といい、*近になつて芸 
名を改めて • 叶 * JE 篱とした。現会 
及は四代： m になり立川 ^ 六肋、小 
町邦彦さん < 府 $0 鱿任は傾繰 
々というところに • 芸の厳 I さ 
とは別の*なごやかさがうかがわ 
れて培 L い #a 呂吹きを舌にこ 
ろがしえくてびあん 
♦♦♦♦♦♦♦♦♦♦♦♦♦♦♦ 

<■*} 小川知 H - »津弘子 S 川9_3::»« 

A 曲後子♦沢 IE 弘 * r 田 an 山田《子 
•; NHC 』 xi : IVR 11 lll « w ^± il « 
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グリ—ンの天使 

ゾクゾクと登場 
10月28日、 
昭 4 !)の昭和 

の森ゴルフ 
埸にて第 2 
IHI レデイ X 

ゴルフ大分が行われた(立川市地 
域夂化振興財団主 *> 。少 1 睿寒ぃ 
空の下、グリ—ンを一资にスタ丨 


ゾクゾ 

UK 轉 


卜 _ 18ホ | ル全てを«:/ゴルフ 
場は一六六名の色で染められた • 
あでやかな竿 ffi 樣とな N> た • 
ft 勝の薬袋さん は昭 iT 咿*咪 
の堀さんは杉 #. といぅ•広範囲か 
らの出 5T 立 Ml か 4 冬加の - rl l 美 
代子さん ( 上砂町 ) も見事に：二位 
の a 脚ぶり • 年齡に tte があり中 
には ® とお战さんという親子の # 
加も，米年が i た *I みである。 


立川 • h [ H^^a 


強い男は立川から 

高校チヤンピオンの二人 

本格的に体を鍛ぇたかつたとい 
ラニ人。先：〇行われた • 都バワ | 
y フティング遒 f sm 仝にて高校 
牛の部で八王子 -sarIHJ 校一•年の中 IF 滑 
稚 *+( 栄町 > が 60,_ 械で、国士館 
商校 1. 年の新田筅一暹手 < 高松町 > 
が 75• 。級で共に優 * の栄冠 1 :輝い 
た • なお斯田選手の卜 — タル f & 欲 
4 77 • 5 、は今までの都岛校 se 


»を書き変えた快！^萵校のクラ 
ブには！ g さず^*後、共に同じジ 
ム(立川トレーニングセンタ ー) に 
通う二人。鍛えて鍛えて自分の限 
界を破つた時の感觔をバネにさら 
に新 5 e » に 
挑みたいと 


将來が楽し 
みな二人で 
ある * 


3 塞 

i^TLJL 

(SB -) 

一”卜 


立川クイ x_ 

今 H は立川の"«商，なるもの 
について•ひとつ。立川の街で刺 
定されている地点の中で海： S が一 
番低いところと最も®いところの 
*標〗而*:;*はどれぐらいで I ょぅ** 
おょそ① 20 E CZ >40 E @60 m 
〔 11月号の答〕カワラノギク 
毎年 10 3:なかばから 11 片にかけ 
て立川近くの多»川の川原で淡い 


紫色の花を咲かせています。ご % 
になつた方もいらつしやることで 
しょぅ " 関电 •« 海地方のごく限 
られた川にしか見られないといぅ 
珍しさに加ぇ、植物 f a 初に 
発 a されたのがここ ¢111 といラ， 
たいへん §* る花なのです 0 
牛育来件が II しいこともあつて 
年々その数が減 <• ているそうです • 
川の }£ れもその原闶の一つとか • 
いつまでもこの花が咲き M けられ 
る多 ^ 川であつてほ I いですね。 


: qcv 、0* rttc 1, 4罨守 「々 a 辟 
、幻彩 ittsrolc .^^ 0 a »¥ 

Hwto - s 截 

1 ¢目 llte - s ^ 


oo . f # c - x「^lynv 
穿 HS #、^ ull 日み运 ，5 i . 
号^ rv ^ n ,み ^ C n >#9 t ) 革 

*4>4 ilcv 
?1 003 g 


めぐり来る季節のなんと 
早いこ t でしょラ。この問 
1 it い*い i 云っていたのに 
もぅ • s 走ですもの C ふし 
ぎなもので**さもきちん 
t ついてきていて•北風 G 
例年どおり。東 M たゆとラ 
/( 如の M 舍へも•どぅぞ。 
• 

■日時12月15日 g 
午後2時半〜4時半 


_»!!私痒， K 如 i 物魴をはじめと 
して映画など S りだくさんの用 JS 
がしてございます" 

*立川市民(成人)<:限らせて項き 
ます。 

■お中し込み 
は「えくてび 

あん•コンパ 

- I オン j (本誌 
を手洩してく 
れた人)へ。 



密は，保の苦 t の姐づけが•鎗分 
を控えたあんの H - さ k ひきたてて 
いるためといぅ • 

★ 永 く親 L んでも * りお••， 

マ•卜中心はォー〇丨ル^川店- 
おスズ XU やはホ- r ルブレ V 
ド •* 味 L い食べ方は、ホ r ルプ 
レ，ドのらょぅど播が8つに待ち 
. b が- , >ている所を、遭きたてを生 
の* Hi 李でちぎ ct . w - a つけず 
1:そのままダず十ミック： Jft ベる 
のが本為は一番美味 I いとい 5* 



★お ^ 左べ ンと H ;'. 1 " ベ.- •->-1 
ル立 HI 诉 <**»]>” 中でも鑣特の舞 
ルタル5/11<使闱のあらび$ウィ 
ンナ — U 根強い人巧洫グラタン 
もの kllrx スメ • 

食は文化と V フが•パンの味わ 
いも逯〇ではないものが*6ょ 
ぅだ•交化は比較から t いい•食 
べ比べてみるところ(:、4ぅ1つ 

の味があ^のか t しれない•今や， 

街の食文化のクリエーターとし 

て «?- くか A 8 H しているパン. 

さんの作 & を牵しみたい 4 のだ * 


< 8 ®®^ 



11¢というれの孕はない•だか 

4•その辺の申を ft ^ t « f •ふのは 

かわいそう" t 立川の向 * um 

じ#加したある方が薄# I していた， 


孕 a み^なそれ C れの名 RTJ をもち • 
それな々の^&を&つ自然蝉のす 
ばらしい*である "«¥ とは•，い 
ろいろの争」”奥耕蟪 rEl 的の^ 
培 15 物 unl : 1I ぇである 
<広辭 *. 冬になると争たち b み 

んな枯れて I ま：/水〇つい^: i £ 

华の«1:蝌のドには•無教の* f が 

罐かい#を待つてい6(そんな中 

rt 、 E の終りから扨秋」かけて 


<^ぇ/:苧たちを絶ることがある* 
41年争の，沖 Is で、*や田んばの中， 
4瑞な E では特に B 立つから越年 
申の K 察 U この時期がょい★農* 
では，冬单」1いって«ゎれもの 
であ i - 冬单は、地が嗄まる 】 r 

一-！ IT 頃 C は根が iil き出し、7杏に 

他の W 物 C 先がけて#*の佗を 

哚かせ • i たすぐ種：-をとばせ*0 

か.- T その*蠕力は III めて；®い • i 
ごまごしていると龜面单だ.らけ 

t な6ので•冬华进治は太切.^ 

^#!<0-一つであ4•さてその冬荦 

<:は•チズナ•ハ n ぺ•ハハコグ 

命，コオユタビラコ<水田 r スズ 

メ/办タビラ、オオィ真/7グ矽 

f — - 


答 IJ 

8 ▼ 

% 

£!► 


瀆字一字棒入せよ 

色の白いは 

春難かくす 

金の切れ目が 

♦の切れ目 











































































